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第 1 章では、電力系統安定度に関して、問題点と現在の技術動向について述べ、本研究の目的を明らかにしている o
第 2 章では、超伝導技術の現状および超伝導の電力応用について述べる。また、並列型電力変換器を持つ従来型の
超伝導エネルギー貯蔵装置による系統安定化制御について説明する。
第 3 章では、超伝導エネルギー貯蔵装置で構成された装置に高速移相器を付加する意義について説明するO はじめ





第 5 章では、発電系統の飛躍的な安定度向上策として発電機端に設置した直列型 SuperSMES について説明する。
短絡電流の抑制、短絡中の加速エネルギーの吸収といった新しい機能を考慮、した系統安定化制御則を導出するととも
にモデル系統を用いて系統安定化の効果について述べる。
第 6 章では、直流単独系統で発生が報告されている軸ねじれ共振現象 (SSR) について、 SuperSMES 設置系統を














(3)従来の並列型の SMES と比較して直列型の SMES は系統安定度をより効果的に改善できることを示している。
付加機能として事故時の限流効果と過渡安定度の改善効果を示している。その結果、直列型 SuperSMES は動
態安定度、過渡安定度ならびに事故電流の限流に効果的であることを明らかにしているo
(4)SuperSMES の制御と軸ねじれ共振現象の関係について述べている o 系統安定化制御を行っているときの軸ねじ
れ共振発生メカニズムを述べるとともに軸ねじれ共振を回避するための対策を明らかにしている。
以上のように、本論文は長距離送電系統において大容量の送電を安定に行うための新しい装置として超伝導エネル
ギー貯蔵装置と高速移相器を組み合わせた装置を提案し、系統安定化制御則を導くとともに、数値シミュレーション
ならびに模擬電力系統実験によって際だった効果の高さを実証しており、電力系統工学の進展に寄与するところが大
き L、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
??
